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研究成果の概要（和文）：大学の一般教育におけるプレゼンテーション教育において、ペアを組

んだ相手に、互いに作った発表資料を演じさせるための指示書作成を通して、互いが演じる様

子を見て、役割の気づきとリフレクションを誘発させるという「D-P方式」を開発した。Dとは

ディレクター役（シナリオライターも兼ねる）で、Pとはプレイヤー役（プレゼンターとも言う）

である。授業実践とワークショップで具体的な手法を確立し、作る役割・演じる役割・評価す

る役割に、自分と他者の関係を導入したプレゼンのタイプを設定することで、「D-P方式」を教

育手法として位置づけることができた。 

 
研究成果の概要（英文）：We have developed the new method of training presentation in the 
general education of higher education. In this method, partner of the pair explains the 
document of presentation content each other. The document is "a idea of the performances 
for presentation". He/she can be conscious of his/her role in presentation, and he/she 
can notice the roles and reflection points by looking at partner's performances in pair 
work. 
 We confirmed a procedure of this method by class practices. Furthermore, we introduced 
three roles to explain the presentation work in this method. They are "a role of scenario 
writing and director (D)", "a role of player (P)" and "a role of evaluator". As a result, 
we can establish "D-P method" as emphasis method of the role playing and reflective 
thinking". 
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１．研究開始当初の背景 
 高度情報社会では、プレゼンテーション

（以下、プレゼンと記す）能力が必要とされ
ている。これを受けて、従来から大学で行な
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われている一般教育科目でのプレゼン教育
の方法を見直す必要があると考える。これま
で行なわれてきた教育方法の多くは、一般教
育科目という制約の中で、受講生が自分で制
作・発表・評価までを行なう「プレゼンの経
験」という形が主流であった。そこでは、教
員は多人数を同時に教育するために、どうし
てもプレゼンの質を追求することに時間を
かけることが難しいという状況があった。そ
して、制作されたプレゼンの質は、受講生の
能力（知識やスキルや意識）に大きく依存し、
初級レベルの教育（プレゼンの経験をさせる
だけ）に留まざるを得なかったと言える。 
 
２．研究の目的 
 こうしたプレゼン教育の質を高めるため
に、リフレクション（自己省察）に着目した。
プレゼンの質を高めるためには、受講生が制
作したプレゼンを自身が客観的に見直し、チ
ェックし、気づき、判断し、修正するという
過程を行なうリフレクションが不可欠で、そ
のためにはリフレクションのきっかけとな
る「見直し」や「チェック」を意識させ、「気
づき」を起こさせることが重要であると考え
ている。 

これまでのプレゼンテーション教育では、

企画から資料作成・リハーサル・発表・評価

を一連のプロセスとし、受講者には基本的な

発表能力を育成する「一括方式」が主であっ

た(図１参照）。 

 

図１ 「一括方式」のイメージ 

 

本研究では、各プロセスごとに能力を育成

し、総合力としてのプレゼンテーション能力

の育成を目指すものである。具体的には、企

画から資料作成までのディレクタとしての

役割（D役）、D役から指示を受けてリハーサ

ルでプレゼンテーションを担当する役割（リ

ハ P 役）、本番で聴衆に対して発表を行うプ

レゼンタの役割（P役）、聴衆として発表を評

価するオーディエンスとしての役割（A 役）

に分割して能力を育成する。これらの教育方

式を「D－P方式」と呼ぶ。 
 特に「D－P方式」では、リハーサルで発表
を担当する役割（リハ P役）の設定に特徴が
ある。従来は、企画・資料作成をした本人自
身（本方式での D 役）がリハーサルを行い、
それをビデオ撮影したものなどでリフレク
ションを行なっていたが、本方式では、D 役
が他人であるリハ P役の受講生に、自身が作
成した資料で発表するように指示書を作成
して指示することで、説明内容（セリフ、間
の取り方や強調などの注意事項）を文書とし
て明確に意識的に外化(オープン化)させ、そ
の時点でリフレクションができ、さらにリハ
P 役のプレゼンテーションを見て、客観的・
意識的にストーリをリフレクションできる。
また、本番発表において A役からもらう評価
でも訓練によってはリフレクションができ
る。 
 
３．研究の方法 

(1)「D－P方式」によるプレゼンテーション

教育の理論的枠組みの構築 

毎月1回（第3日曜日13時～17時）に定期的

な会議を開催し、文献調査なども踏まえて、

その論理的根拠の追求を行なう。検討には幅

広い多様な視座・視点・価値観からの意見が

必要であることから、多様な教育経験者から

組織した研究グループで行なう。 

また、従来のプレゼンテーション教育につ

いては、実践例は数多くあるものの理論研究

のレベルの事例が少ないこともあり、研究組

織以外の有識者に対して専門知識の提供も受

ける。 

 

(2) 実践授業の実施とデータ分析 

 本研究での教育手法の実践的論証の基礎

データに用いるために、研究組織のメンバー

が担当している授業において、「D－P方式」

によるプレゼンテーション教育を組み込む

ための授業計画を立案する。その計画に基づ

いた授業を「実践授業」と位置付け、研究組

織のメンバーが担当者や支援者やTAなどの

役割に分かれて授業を行なう。そこで得られ

たデータを詳細に分析する。 

 
(3)実践方法の公開 

本方式によるプレゼンテーション教育を実

践して頂ける研究協力校を開拓するために、

各種の情報教育関係の研究会・報告会に積極

的に参加する。また、ワークショップを開催

し、実践ノウハウを公開する。 

 

(4)蓄積した実践ノウハウを整理 



 

 

分担者、研究協力者、賛同者らによって実

践して頂いた授業で収集した資料や調査デー

タの集計と分析を行なう。これらから得られ

た結果を研究組織全体で解釈して、「D－P方

式」によるプレゼンテーション教育の実践ノ

ウハウとして整理する。これらを情報教育関

係の学協会、Web等で報告する。 
 
４．研究成果  
「D－P方式」では、図 1のプレゼンの 4つの
段階のうち、リハーサルの段階において、
受講生とそのペアによるリハーサル代行（ペ
アリング）とそのペアリングを成立させるた
めに必要な役割間コミュニケーションを実
現する方式とした。 
ペアリングでは受講生にペアを組ませ、

制作者である本人（D役）は、ペアの相手（リ
ハ P役）にプレゼンの指示を行ない、リハー
サルを代行してもらう。さらに、この役割
を交替で行なうという方法である。 

 
(1)役割分割・役割分担 

図 1のように 4つの段階ごとにそれを達
成する作業（図１中の①～⑪）があり、そ
れらを受講生に分担して経験させるもの
とし、以下のような役割を設定した。 
・ディレクタ役（D役） 

制作の段階での制作役、リハーサル
の段階での指示役、修正の段階での
修正役を行なう役割である 

・リハーサル・プレゼンタ役（リハ P役） 
リハーサルの段階で発表を代行する
役割である 

・プレゼンタ役（P役） 
発表の段階で発表を行なう役割であ
る 

・オーディエンス役（A役と略す） 
発表の段階で発表を聞き、その評価
を行なう役割である 

このような役割を導入した「D－P方式」の
イメージを図 2に示す。図 2ではリハーサル
の段階に、D 役とリハ P 役のペアリングを示
す太線の四角の枠を追加している。 

図２ 「D－P方式」のイメージ 

(2)ペアリング 
「D－P方式」では、受講生にペアを組ませ、

リハーサルの段階を 2 人で行なう。D 役を行
なっている受講生は、ペアの相手にリハ P役
を担当してもらい、リハーサルを代行して
もらう。 

D 役がリハ P 役に指示するために指示書に
指示内容を記述することで、D 役の考えたこ
とを外化することになり、流れや内容につい
て見直しができる。さらに、ペアを組んだこ
とによってリハ P 役へ行なった指示やその確
認のやりとりなどから、D 役としての指示や
確認に必要な事柄を学びとることができる。 
このように、ペアを組むことで自分が他人

の目からどのように見えているのかが想像で
きない受講生でも、自分（D役）が作成した発
表内容が他人（リハ P 役）を通じて可視化さ
れ、自分の考えた内容を客観的に見ることが
できるようになるという特長がある。 
その結果、リハーサル時に自分のストーリ

やスライドの問題点がチェックしやすくなり、
修正の段階に必要とされる客観視する（自分
の主観を脱して自分を批判的に見る）能力を
丁寧に育成できるものと期待している。 
さらに、代行のための指示とその指示に対

する確認といった役割間コミュニケーション
を行なうことで、社会で通用するコミュニケ
ーション能力の一端が育成できる。 
ただし、リハ P 役の演じる結果が、指示の

成否やペアの相手の能力に依存してしまう部
分があるため、D 役を行なう受講生に指示を
正確に行なわせることや、ペアを組ませる方
法などを工夫する必要がある。 
実践授業では、ペアリングを行なうにあた

って、受講生の出席状況に注目し、ペアリン
グを行なう時点で、なるべく出席状況が良い
受講生同士を組ませることがポイントである。
さらに、ペアリングを行なう時点で、プレゼ
ンが完成している必要があるため、その時点
でプレゼンが完成していない受講生は、ペア
リングを行なわせず、一括方式でのリハーサ
ルを行なわせることもポイントである。 

 
(3)役割分担と作業項目を明確にしたリハー
サルの段階 
「一括方式」と比べ、「D－P方式」ではリ

ハーサルの段階を重視しているので、その
プロセスの詳細を図 3に示し、教育上の工夫
を説明する。 
  ①指示項目の決定（D役） 
     発表の内容や話し方などの指示項目を

決定する。 
  ②指示書の作成（D役） 

   決定した指示内容を指示書に記述する
ことで、自分の考えたことを外化できる
ようにしている。記述した指示書は教員
に提出する。 



 

 

  ③指示（D役） 
   記述した指示書に基づいて、リハ P 役
に指示を行なう。このとき、指示内容の
抜けや漏れに気づいた場合は、追記して
教員に提出する。 

  ④指示受内容の確認（リハ P役） 
   指示を受け、理解した内容を D 役に確
認する。 

  ⑤指示受書の作成（リハ P役） 
   指示受が達成できたと判断した後、指
示受内容を記述した指示受書を作成す
る。 

  ※この指示受書で役割間での情報が共有
されたかを確認できると考えている。 

  ⑥リハーサル実行（リハP役） 
       D役からの指示に基づき、リハP役はリ

ハーサルを行なう。 
    ※D役がリハP役の発表を見ることにより、

自身が作った発表内容を客観的に見るこ
とができるようになると考えている。 

  ⑦リハP役の発表の仕方のチェック（D役） 
       リハP役のリハーサルをチェックし、

指示通りに行なってくれたかを確認す
る。 

  ⑧指示の内容や仕方の反省（D役） 
       指示通りにリハーサルが行なわれてい

ない場合は指示内容が悪かったのか、指
示の仕方が悪かったのか、などの原因を
考える。 

  ⑨ストーリ、シナリオ、絵コンテ、発表
資料の見直し（D役） 

       反省に基づき、必要ならばストーリや
シナリオ、絵コンテ、発表資料などを見
直す。修正が必要な場合は修正の段階へ、
必要ない場合は発表の段階へ進む。 

図 3 リハーサルの段階のプロセス 
 

(4)実践授業の内容例 
 以下に本研究で行なってきた実践授業で
の標準的な授業回における授業内容を示す。
受講者数によって、本番発表の回数を調整す
ることがある。 
 

授業回 授業内容 

1 ・テーマを決定する 
・ストーリを作成する 
・絵コンテを作成する 2 

3 ・スライドを作成する。 

4 
・ナレーションを作成する。 
・ナレーションを決定する 
・指示書を作成する。 

5 
・ペアを決定する。 
・指示・指示受を行なう。 
・指示受書を作成する。 

6 

リハーサル（1） 
 D役からの指示に基づき、リハP役はリハーサ
ルを行なう。リハP役のリハーサルをチェック
し、指示通りに行なってくれたかをチェックす
る。 

7 
リハーサル（2） 
 ペアでの役割（D役、リハP役）を交代する。
内容はリハーサル（1）と同じ。 

8 

反省・改善・修正 
 指示通りにリハーサルが行なわれていない場
合は指示内容が悪かったのか、指示の仕方が悪
かったのか、などの原因を考える（反省）。 
 反省に基づき、必要ならばストーリやシナリ
オ、絵コンテ、発表資料などを見直す。 

9 
本番発表 
 D役本人が自分で発表する。発表者は自己評
価、他の受講者は他者評価をする。 

10 評価結果の講評，まとめ 
 
(6)教育効果の確認 
  分担者や研究協力者らによる 4つの実践授
業から得られたデータの分析結果から、代行
リハーサルを行なった時点で気づきを誘発
することができ、それに基づくストーリやシ
ナリオ、絵コンテ、発表資料の改善行動を確認
することができた。ただし、リハーサル後に
あらたに考えて気づいたものについては、プ
ロトコルデータの採取に関して、受講者への
負担軽減から実施できていない。 
 
(7)ワークショップでの実践方法の公開 
 実践方法の公開のためにワークショップ
を 2回開催（2011年 1月、7月、学会発表③
⑤参照）し、賛同者を得て実践授業を行なっ
て頂き、結果をまとめ投稿した（学会発表①
参照）。 
 
(8) 理論的枠組みの構築：作る役割・演じる
役割・評価する役割から見た「D－P方式」の
位置づけ 
 本来プレゼンには作る役割、演じる役割、
評価する役割などの役割が存在することに
着目した。これらの役割を受講生に意識させ
るために、自分と他者の関係を導入し、3 つ



 

 

の役割と「自分」と「他者」という関係から
23＝8つのプレゼンのタイプが設定できた。 

 
タイプ
の名称 作る 

演じ
る 

評価
する タイプの説明 

1．自作
自演自
評価 

自分 自分 自分 
自分が作った物を、自
分で演じて、自分で評
価するタイプ 

2．自作
自演他
評価 

自分 自分 他者 
自分が作った物を、自
分で演じて、他者に評
価してもらうタイプ 

3．自作
他演自
評価 

自分 他者 自分 
自分が作った物を、他
者に演じてもらい、自
分が評価するタイプ 

4．自作
他演他
評価 

自分 他者 他者 

自分が作った物を、他
者に演じてもらい、他
者に評価してもらうタ
イプ 

5．他作
自演自
評価 

他者 自分 自分 
他者が作った物を、自
分が演じて、自分で評
価するタイプ 

6．他作
自演他
評価 

他者 自分 他者 
他者が作った物を、自
分が演じて、他者に評
価してもらうタイプ 

7．他作
他演自
評価 

他者 他者 自分 
他者が作った物を、他
者に演じてもらい、自
分が評価するタイプ 

8．他作
他演他
評価 

他者 他者 他者 

他者が作った物を、他
者に演じてもらい、他
者に評価してもらうタ
イプ 

 
 ここでの他者は、自分以外の他者すべてを
含む。他者を複数含むタイプでは、ある役割
を担当している他者とその他の役割を担当
している他者が同一人物とは限らない。 
 1 番目の「自作自演自評価」が従来の「一
括方式」に相当すると考えられる。自分でプ
レゼンの過程のすべてを一貫して行なうの
で、プレゼンにかかわる能力をすべて発揮す
ることになる。そのため、初級者には負担が
大きいと言え、一般教育科目で初級者に行な
うには、工夫や十分な配慮のある指導が必要
になる。したがって、プレゼンの評価の視点
やその基準などを十分に理解し、同時に複数
の能力を発揮でき、客観視ができるプレゼン
中級者や上級者には適している。 
開発した「D－P方式」は、3番目の「自作

他演自評価」に該当することが分かる。すな
わち、「自分」に制作することと評価するこ
とに集中させて、能力を発揮させることが
できる。演じる段階に他者が介在するため
に、他者の目を意識させることになる。し
かし、演じることを経験させることができ
ないために、この点を工夫しなければ、初
級者には適さないと考えている。また、制
作したものを他者に演じてもらい、「自分」
の制作したものを忠実に再現してもらう方
法であるため、演じる役割の他者とのコミ
ュニケーションが重要となり、この点を注
意する必要がある。 
 

(9)まとめ 
 開発した「D－P方式」は、プレゼン教育の
8 つのタイプのうちは、3 番目の「自作他演
自評価」に位置付けられた。8 つのタイプの
プレゼンは、今後、初級者だけでなく、中・
上級者も含めたプレゼン教育を考えていく
ためのフレームワークになると期待してい
る。これまでに行なった「D－P方式」の実践
授業では、初級者に限定したものであったが、
論文や研究発表で公表しているように、代行
リハーサルを行なった時点での気づきを誘
発する効果は確認できているが、リハーサル
後に考えて気づいたものについては、今後の
課題となっている。 
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